
「
仙
人
」
梗
概
を
四

（

）
仙
人
志
願
者
の

（

）
権
助
は
、
医
者

く
。

（

）
二
十
年
目
、
医

一

大
正
十
一
年
発
表

皆
さ
ん
。〔
改
行
〕

う
。

で
始
ま
る
。
四
月
二

一
号
子
供
欄
の
第
七

と
副
題
し
、
総
ル
ビ

オ
ト

段
に
分
け
て
書
く
と
、

権
助
を
、
狡
猾
な
医
者
の
女
房
が
騙

の
女
房
に
言
わ
れ
た
と
お
り
、
二
十

者
の
女
房
が
権
助
を
松
の
木
へ
登
ら

さ
れ
た
、
芥
川
龍
之
介
「
仙
人
」
は
、

私
は
大
阪
に
ゐ
ま
す
。
で
す
か
ら
大

日
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
刊
『
サ
ン
デ
ー

ペ
ー
ジ
〔
第
八
ペ
ー
ジ
に
続
く
〕
に
、

〔
漢
数
字
は
除
く
〕・
挿
絵
入
り
で
載

ギ
バ
ナ
シ
「
仙
人
」
素

し
て
雇
う
。

年
間
無
報
酬
で
働

せ
、
体
を
木
か
ら

え
は
、〈
暫
く

し
記
号
廃
止

〈
め
う
に
ち

誤
以
外
の
、

と
記
す
。

阪
の
話
を
し
ま
せ

毎
日
』
第
一
年
第

〈
オ
ト
ギ
バ
ナ
シ

っ
た
。

（

）
権
助
の

と
な
る
。〈
仙

そ
の
後
の

れ
な
い
。
岩

先
行
研
究
で

〔
第
一

月
二
十
日
）

材
例

離
す
よ
う
命

一

〈
少
時
、〈
辞
儀

〈
時
宜
。
仮

。
句
読
点
の
異
同
。
漢
数
字
に
ル
ビ
付

〈
あ
し
た
、〈
こ
ん
に
ち

〈
け
ふ

書
き
換
え
根
拠
が
分
ら
な
い
。
末
尾
に

体
は
墜
落
せ
ず
、
天
に
上
っ
て
い
く

人
の
松
に
上
り
登
天
の
話
（「
手
帳

「
仙
人
」
本
文
を
概
観
し
よ
う
。『
三

波
書
店
版
全
集
は
五
回
出
て
い
る
の
で

未
言
及
の
、
流
布
本
を
中
心
に
、
羅
列

次
〕『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
三
巻
』（

＊
初
出
本
文
の
文
字
・
記
号
を
小
改

堀

部

じ
る
。

九
七

名
遣
い
訂
正
。
く
り
か
え

加
。
ル
ビ
の
書
き
換
え
は
、

、〈
ぢ
う

〈
う
ち
。
正

〈（
大
正
十
一
年
四
月
）

。６
」）
で
あ
っ
た
。

つ
の
宝
』
に
は
、
収
録
さ

、
第
何
次
と
仮
称
す
る
。

す
る
。

岩
波
書
店
、
昭
和
三
年
六

訂
す
る
。
本
文
の
書
き
換

功

夫



『
小
学
生
全
集

日
）
＊
底
本
は
第
二

書
き
換
え
多
し
。
助

（

頁
５
行
）、〈
お
前

城
（

頁
５
行
）、

の
体
は
、
権
助
の
着

昭
和
三
十
一
年
十
月

な
い
〕。
誤
植
は
、〈

〈
両
手
も
（

頁

『
日
本
児
童
文
学

年
九
月
二
十
日
）
＊

字

か
な
の
書
き
換

行
）、〈
仙
人
に
な
る

年
三
月
十
五
日
再
版

オ
ト
ギ
バ

〔
第
二
次
〕『

月
五
日
）
＊
底
本
は

は

〈
あ
り
や
（

書
き
換
え
根
拠
が
不

『
蜘
蛛
の
糸
』（

二
次
。
現
代
仮
名
遣

く
も
の
糸
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
二

次
。
現
代
仮
名
遣
い
、
漢
字
新
字
体

詞
の
書
き
換
え
も
多
い
。
誤
植
は
、〈

さ
ん

〈
お
前
（

頁
２
行
）、〈
大

〈
仙
人
に
な
る
術

〈
仙
人
の
術
（

て
い
た

〈
権
助
の
着
て
い
た
（

十
日
再
版
。
昭
和
三
十
七
年
九
月
十
五

出
ま
し
た

〈
来
ま
し
た
（

頁
８

行
）
な
ど
。

全
集
三

芥
川
龍
之
介
集
』（
河
出
書

底
本
は
第
二
次
。
現
代
仮
名
遣
い
、

え
多
し
。
誤
植
は
、〈
大
阪
の
御
城

術

〈
仙
人
の
術
（

頁

行
）
な

。 ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

芥
川
龍
之
介
全
集
第
四
巻
』（
岩
波
書

、
第
一
次
。〈
事
が

〈
事
は
（

頁

行
）、〈
手
も

〈
手
を
（

頁

明
で
あ
る
。
末
尾
に
〈（
大
正
十
一
年

羽
生
書
房
、
昭
和
二
十
四
年
七
月
五

い
〔
た
だ
し
、
促
音
・
拗
音
を
小
さ
く

十
九
年
一
月
十
五

。
漢
字

か
な
の

煙
草

〈
き
せ
る

阪
の
御
城

〈
お

頁
８
行
）、〈
権
助

頁

行
）
な
ど
。

日
『
新
版
小
学
生

同
に
気
が
つ

型
と
見
え
る

『
新
日
本

昭
和
三
十
五

漢
字
新
字
体

あ
る
。『

少
年

少
女

行
）、〈
両
手
と
も

房
、
昭
和
二
十
八

漢
字
新
字
体
。
漢

〈
城

（

頁

ど
。
昭
和
二
十
九

（

頁
上
本
文

〔
旧
版

十
三
年
一
月

底
本
は
第
二

用
の
ほ
か
、

『
芥
川

五
日
）
＊
底

店
、
昭
和
十
年
六

頁
２
行
）、〈
あ
り

２
行
）
と
改
変
。

三
月
）
と
記
す
。

日
）
＊
底
本
は
第

表
記
す
る
こ
と
は

全
集
三
十
二

〔
第
三

一
月
六
日
）

『
少
年
少

一
九
五
六
年

字
新
字
体
。

か
な
い
。
筑
摩
全
集
に
も
後
刷
・
後
版

。少
年
少
女
日
本
文
学
全
集

続
芥

年
十
二
月
十
日
）
＊
底
本
は
第
二
・

。
漢
字

か
な
の
書
き
換
え
が
あ
る
。

現
代
日
本
文
学
全
集

続
芥
川
龍
之

行
）
な
ど
。
昭
和
三
十
二
年
九
月

〕『
角
川
文
庫

杜
子
春
・
蜘
蛛
の
糸

三
十
日
、
管
見
本
は
昭
和
三
十
八
年
十

・
第
三
次
。
ル
ビ
減
。〈
忌
忌
し

〈

異
同
に
気
が
つ
か
な
い
。

龍
之
介
全
集
第
三
巻
』（
筑
摩
書
房
、

本
は
岩
波
第
三
次
。
漢
字
新
字
体
。 一

』。次
〕『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
五
巻
』（

＊
第
二
次
に
同
じ
。

女
日
本
文
学
選
集

芥
川
龍
之
介

十
月
一
日
）
＊
底
本
は
第
二
・
第
三

漢
字

か
な
の
書
き
換
え
が
あ
る
。
誤

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
紙

川
龍
之
介
集
』（
ポ
プ
ラ
社
、

第
三
次
。
現
代
仮
名
遣
い
、

改
行
・
句
読
点
の
異
同
が

介
名
作
集
』（
偕
成
社
、

十
日
再
版
。

』（
角
川
書
店
、
昭
和
三

月
三
十
日
十
四
版
）
＊

忌
々
し

と
反
復
記
号
使

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
十

ル
ビ
減
に
す
る
ほ
か
、
異

九
八

岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
年

名
作
集
』（
あ
か
ね
書
房
、

次
。
現
代
仮
名
遣
い
、
漢

植
は
、〈
口
も

〈
口
を



オ
ト
ギ
バ

漢
字
同
士
の
書
き
換

行
）。

〔
旧
版
〕『
新

三
年
十
一
月
十
五
日

刷
）
＊
底
本
は
第
二

漢
字
新
字
体
。
漢
字

あ
る
。『

芥
川
龍
之
介
全

日
）
＊
底
本
は
第
二

異
同
多
し
。
漢
字

『
芥
川
龍
之
介
全

日
）
＊
底
本
は
第
三

漢
字
新
字
体
。
漢
字

あ
る
。
誤
植
は
、〈
お

『
新
・
日
本
児

四
十
年
九
月
二
十
五

龍
之
介
名
作
集
』。
同

『
ジ
ュ
ニ
ア
版
日

昭
和
四
十
年
十
二
月

昭
和
三
十
九
年
八
月

ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

え
が
あ
る
。
誤
植
は
、〈
少
時
は

〈

潮
文
庫

蜘
蛛
の
糸
・
杜
子
春
』（
新

初
版
未
見
、
管
見
本
昭
和
四
十
九
年

・
第
三
次
。
現
代
仮
名
遣
い
、
漢
字

か
な
の
書
き
換
え
が
あ
る
。
改
行
・

集
第
一
巻
』（
春
陽
堂
書
店
、
一
九

・
三
次
。
現
代
仮
名
遣
い
、
漢
字
新

か
な
、
か
な

カ
ナ
、
漢
字
同
士
の
書

集
第
六
巻
』（
角
川
書
店
、
昭
和
四

次
。
現
代
仮
名
遣
い
、
漢
字
新
字
体

か
な
の
書
き
換
え
が
あ
る
。
改
行
・

れ
の
女
房
の
方

〈
女
房
の
ほ
う

童
文
学
選
７

杜
子
春
・
く
も
の
糸

日
）
＊
底
本
は
『
少
年

少
女
現
代
日
本
文
学

じ
誤
植
が
残
る
。

本
文
学
名
作
選
６

羅
生
門
・
ト
ロ

二
十
日
）
＊
底
本
は
第
二
・
第
三
次

五
日
）
＊
底
本
は
第
二
・
第
三
次
。

少
時
（

頁
下

潮
社
、
昭
和
四
十

九
月
十
五
日
十
二

新
字
体
。
漢
字

社
必
読
名
作

『
春
陽
堂

杜
子
春
』（
春

三
次
。
現
代

え
が
あ
る
。

句
読
点
の
異
同
が

六
六
年
九
月
三
十

字
体
。
句
読
点
の

き
換
え
が
あ
る
。

十
三
年
五
月
二
十

。
漢
字

か
な
、

刷
）
＊
底
本

句
読
点
の
異

『
旺
文

和
五
十
年
十

字
新
字
体
。

は
、〈
？

記

行
）、〈
好
い

句
読
点
の
異
同
が

（

頁
上

行
）。

』（
偕
成
社
、
昭
和

全
集

続
芥
川

ッ
コ
』（
偕
成
社
、

。
現
代
仮
名
遣
い
、

『
カ
ラ
ー

日
）
＊
底
本

か
な
の
書
き

一
月
十
五
日

用
す
る
。〔

新
版

月
三
十
日
改

現
代
仮
名
遣
い
、

か
な
の
書
き

一

シ
リ
ー
ズ
〕
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
未
見

少
年
少
女
文
庫

世
界
の
名
作
・
日

陽
堂
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
十
月
八

仮
名
遣
い
、
漢
字
新
字
体
。
漢
字

か

改
行
・
読
点
の
異
同
が
あ
る
。
刊
年
月

は
角
川
書
店
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集

同
の
書
き
換
え
が
あ
る
。

社
ジ
ュ
ニ
ア
図
書
館

く
も
の
糸
・

一
月
十
日
）
＊
底
本
は
第
二
・
第
三

漢
字

か
な
の
書
き
換
え
が
あ
る
。
改

号
落
ち
（

頁
１
行
）、〈
少
時
は

。」
〈
い
い
（

頁
２
行
）。
文
庫
本

版
日
本
の
文
学
８
』（
集
英
社
、
昭
和

は
第
二
・
第
三
次
。
現
代
仮
名
遣
い

換
え
が
あ
る
。
改
行
・
句
読
点
の
異
同

刊
『
ジ
ュ
ニ
ア
版
・
日
本
の
文
学
８
蜘

〕『
角
川
文
庫

ト
ロ
ッ
コ
・
一
塊
の

版
、
未
見
。
管
見
本
昭
和
六
十
一
年

換
え
が
あ
る
。

九
九

。本
の
名
作
８
蜘
蛛
の
糸
・

日
）
＊
底
本
は
第
二
・
第

な
、
漢
字
同
士
の
書
き
換

日
不
記
の
『
富
士
ラ
イ
ブ

第
六
巻
』。
漢
字

か
な
、

ト
ロ
ッ
コ
』（
旺
文
社
、
昭

次
。
現
代
仮
名
遣
い
、
漢

行
の
異
同
が
あ
る
。
誤
植

〈
し
ば
ら
く

（

頁

〔
一
九
八
九
年
？
、
旺
文

四
十
三
年
十
二
月
二
十
八

、
漢
字
新
字
体
。
漢
字

が
あ
る
。
昭
和
四
十
七
年

蛛
の
糸
』
は
同
紙
型
を
使

土
』（
昭
和
四
十
四
年
七

七
月
三
十
日
改
版
二
十
七



『
大
活
字
シ
リ
ー

九
年
四
月
十
日
）
＊

植
は
、〈
云
う
か
ら
は

〔
新
版
〕『
新

九
年
十
二
月
二
十
五

日
三
十
九
刷
。）。
＊

減
。
踊
り
字

か
な

一
二
月
二
二
日
）
＊

出
本
文
に
あ
っ
た
問

ふ
〈
向
う

の
不
統

も

〈
手
を
（

頁

『
偕
成
社
文
庫

管
見
本
は
一
九
八
四

続
芥
川
龍
之
介

オ
ト
ギ
バ

ラ
リ
ー
〈
少
年
少
女

ル
）
は
同
紙
型
を
使

『
日
本
児
童
文
学

日
）
＊
底
本
は
第
三

せ
ん

〈
出
来
ま
せ

〔
第
四
次
〕『

ズ

蜘
蛛
の
糸
・
杜
子
春
』（
埼
玉
福

底
本
は
旧
版
『
新
潮
文
庫

蜘
蛛
の

〈
云
う
か
ら
に
は
（

頁
下

行

潮
文
庫

蜘
蛛
の
糸
・
杜
子
春
』（
新

日
三
十
八
刷
、
未
見
。
管
見
本
昭
和
六

底
本
は
第
四
次
。
現
代
仮
名
遣
い
、
漢

、 底
本
は
初
出
。
た
だ
し
、〈
江

を

題
点
を
正
す
。
す
な
わ
ち
、〈
有
難
う

一
を
無
く
し
、
誤
入
の
〈
」
を
取

行
）。

杜
子
春
・
く
も
の
糸
』（
一
九
七
八

年
六
月
十
三
刷
）
＊
底
本
は
『
少
年

少
女
現

名
作
集
』。
同
誤
植
が
残
る
。

ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

世
界
名
作
全
集

３
蜘
蛛
の
糸
・
杜

用
す
る
。

大
系
十
二
』（
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
七

次
。
漢
字
新
字
体
。
ル
ビ
減
。
誤
植

ん
（

頁
上
１
行
）。

芥
川
龍
之
介
全
集
第
五
巻
』（
岩
波
書

祉
会
、
昭
和
五
十

糸
・
杜
子
春
』。
誤

）。
潮
社
、
昭
和
五
十

十
年
四
月
二
十
五

字
新
字
体
。
ル
ビ

『
愛
と

七
年
四
月
十

糸
・
ト
ロ
ッ

は

〈
し
ば

『
岩
波
少

十
六
日
）
＊

が
あ
る
。

〈
え

と
改
め
、
初

〈
難
有
う
、〈
向

る
。
誤
植
は
、〈
手

年
四
月
初
版
未
見
、

代
日
本
文
学
全
集

〈
こ
と
な
ぞ

『
岩
波
文

一
九
九
〇
年

字
体
。〈「〔

第
五

七
月
八
日
）

漢
字
新
字
体

子
春
』（
富
士
メ
ー

七
年
十
一
月
二
十

は
、〈
出
来
は
し
ま

店
、
一
九
七
七
年

『
ち
く

月
二
十
四
日

字

か
な
の

『
少
年
少

八
八
年
十
二

字
新
字
体
。

青
春
の
名
作
集

蜘
蛛
の
糸
・
ト
ロ

日
）
＊
底
本
は
前
記
『
旺
文
社
ジ

コ
』。
誤
植
は
、
記
号
〈
？

記
号
落

ら
く
（

頁

行
）
が
残
る
。

年
文
庫

羅
生
門
・
杜
子
春
』（
岩
波

底
本
は
岩
波
文
庫
お
よ
び
第
四
次
。

（

頁
２
行
）。

庫

蜘
蛛
の
糸
・
杜
子
春
・
ト
ロ
ッ

八
月
十
六
日
）
＊
底
本
は
第
四
次
。

記
号
が
混
入
（

頁
３
行
）。

次
〕『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
九
巻
』（

＊
底
本
は
初
出
だ
が
、
第
四
次
で
正

。

二

ま
文
庫

芥
川
龍
之
介
全
集
５
』（
筑

）
＊
底
本
は
筑
摩
全
集
。
現
代
仮
名

書
き
換
え
が
あ
る
。

女
希
望
図
書
館
６

杜
子
春
・
蜘
蛛

月
十
五
日
）
＊
底
本
は
第
二
・
第
三

漢
字

か
な
の
書
き
換
え
が
あ
る
。

ッ
コ
』（
旺
文
社
、
一
九
九

ュ
ニ
ア
図
書
館

く
も
の

ち
（

頁
２
行
）、〈
少
時

書
店
、
二
〇
〇
〇
年
六
月

漢
字

か
な
の
書
き
換
え

コ
他
十
七
篇
』（
岩
波
書
店
、

現
代
仮
名
遣
い
、
漢
字
新

岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年

さ
れ
た
点
を
受
け
継
ぐ
。

〇
〇

摩
書
房
、
一
九
八
七
年
二

遣
い
、
漢
字
新
字
体
。
漢

の
糸
』（
第
三
文
明
、
一
九

次
。
現
代
仮
名
遣
い
、
漢

誤
植
は
、〈
事
な
ぞ
は
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流
布
本
は
多
く
主

え
、
権
助
の
一
所
懸

る
話
〔
略
〕
信
仰
の

け
っ
し
て
人
々
に
幸

い
ち
ば
ん
た
い
せ
つ

研
究
史
を
概
観
す

術
」
と
対
応
さ
せ
（

上
人
伝
」「
尼
提
」
に

通
テ
ー
マ
を
見
（
田

中
保
隆
・
村
松
定
孝

を
取
り
出
し
（
進
藤

安
義
）
と
す
る
。

月
）
＊
底
本
は
筑
摩

漢
字

か
な
の
書
き

以
上
、
全
集
も
第
三

た
。
本
文
は
第
五
次

小
稿
は
成
立
を
見

二

西
本
鶏
介
編
『

ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

題
を
、
無
欲
者
の
勝
利
・
利
己
主
義
者

命
・
純
真
さ
を
讃
え
た
解
説
を
付
す

奇
蹟
で
あ
り
ま
す
。
（
坪
田
譲
治
）、

福
を
も
た
ら
し
は
し
な
い
の
だ
。〔
略

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て

る
。
芥
川
作
品
内
位
置
づ
け
と
し
て

坪
田
譲
治
・
吉
田
精
一
）、「
杜
子
春

共
通
テ
ー
マ
を
見
（
恩
田
逸
夫
）、

中
保
隆
・
三
好
行
雄
）、「
龍
」
に
共
通

・
三
好
行
雄
）、「
報
恩
記
」「
庭
」
に

純
孝
）、
権
助
を
〈
聖
な
る
愚
人

系

全
集
。
現
代
仮
名
遣
い
、
漢
字
新
字

換
え
が
あ
る
。

次
以
前
は
本
文
吟
味
を
怠
り
、
流
布
本

ま
で
、
な
お
ざ
り
で
あ
っ
た
。

る
の
で
、
初
出
本
文
に
拠
る
〔
字
体
は

読
書
の
時
間
に
読
む
本
』（
ポ
プ
ラ
社

の
敗
北
と
し
て
捉

。〈
利
己
心
が
敗
れ

〈
欲
ぶ
か
い
心
は
、

〕
ま
ご
こ
ろ
こ
そ
、

い
ま
す
。
（
小
学

方
、〈
失
敗
作

〈
大
し
て
と
り

の
浅
い
作
品

（
三
好
行
雄
）

評
価
の
理
由

「
仙
人
」
を
、「
魔

」「
き
り
し
と
ほ
ろ

「
往
生
絵
巻
」
に
共

テ
ー
マ
を
見
（
田

つ
な
が
る
疲
労
感

譜
の
一
人
（
関
口

〈
芸
術
至
上
主

外
な
く
ら
い

驚
か
れ
る
で

於
け
る
彼
は

す
る
。
だ
が

い
な
い
で
あ

出
来
栄
え

体
。
本
文
は
な
お

が
そ
れ
を
踏
襲
し

厳
密
で
な
い
〕。

た
奥
さ
ん
は

人
間
が
敗
北

し
て
い
ま
す

解
で
き
な
い

さ
に
さ
さ
げ

情
ぶ
か
い
こ

て
い
る

作

、
二
〇
〇
三
年
三

生
全
集
編
集

二

の
一
つ
（
吉
田
精
一
）、〈
も
の
た

え
の
な
い
作
品
で
す
。
（
松
村
孝
）、

（
紅
野
敏
郎
）、〈
そ
れ
ほ
ど
の
出
来

と
否
定
的
評
価
が
目
立
つ
。
た
だ
い

根
拠
に
な
る
と
十
分
明
ら
か
で
な
い
。

義
と
い
わ
れ
る
芥
川
龍
之
介
が
、
少

人
情
深
く
、
そ
し
て
道
徳
的
な
意
図
を

あ
ろ
う
。
彼
の
少
年
向
き
の
も
の
は
多

決
し
て
不
健
康
な
世
紀
末
的
な
作
家
で

、
こ
れ
ら
は
「
仙
人
」
の
〈
道
徳
的
な

ろ
う
か
。

に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ー
リ
ィ
展
開
の
意

仙
術
を
理
解
で
き
ま
せ
ん
。〔
略
〕
あ

し
、
ば
か
に
な
っ
て
は
げ
む
人
が
最
後

。
（
吉
田
精
一
）、〈
利
欲
に
か
た
ま
っ

こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
（
滑
川
道
夫
）

た
、
ほ
め
こ
と
ば
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う

と
、
純
真
な
こ
と
、
美
し
い
、
た
じ
ろ

品
の
一
つ
（
吉
田
精
一
）
で
あ
る
、
と

部
）、〈
凡
人
の
勝
利
（
恩
田
逸
夫
）、

〇
一

り
ま
せ
ん
。
（
高
木
卓
）、

〈
ユ
ー
モ
ラ
ス
だ
が
、
底

栄
え
と
も
思
え
な
い
。

ず
れ
も
印
象
批
評
風
で
、

〈
こ
の
期
間
〔
略
〕
健
康

年
文
学
に
於
い
て
は
、
案

作
中
に
寓
し
て
い
る
か
に

く
な
い
が
、
こ
の
方
面
に

は
な
か
つ
た
。
と
結
論

意
図

を
重
視
し
す
ぎ
て

外
性
が
面
白
が
ら
れ
る
一

れ
こ
れ
悪
智
恵
を
働
か
す

の
勝
を
し
め
る
こ
と
を
示

た
奥
さ
ん
に
は
仙
術
を
理

、〈
お
ろ
か
な
ほ
ど
の
純
粋

か
。
（
吉
田
精
一
）、〈
人

が
な
い
心
な
ど
を
強
調
し

。
さ
ら
に
吉
田
精
一
は
、

〈
利
欲
に
こ
り
か
た
ま
っ



解
答
を
求
め
る
の

て
み
よ
う
。

滝
井
孝
作
「
純
潔

し
た
と
の
み
記
す
。

〈
江
戸
の
俗
説
に
あ

は
、
類
想
を
挙
げ
た

て
作
品
に
即
し
て
具

れ
て
い
よ
う
。

そ
し
て
前
記
の
ご

者
の
主
目
的
を
倫
理

な
げ
う
っ
て
ま
で
取

こ
れ
ら
を
本
稿
の
課

三
オ
ト
ギ
バ

が
悪
化
し
〔
略
〕
疲

傑
作
を
発
表
し
て
い

た
事
実
よ
り
推
測
し

し
れ
な
い
（
三
好
行

縛
ら
れ
る
謂
れ
は
な

じ

を
挙
げ
、
三
好

に
一
寸
遠
回
り
だ
が
、「
仙
人
」
の
依

」
が
、〈「
仙
人
」
は
、
小
穴
隆
一
君
が

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
材
料
で
あ
っ
た

つ
た
「
お
竹
如
来
」
な
ど
を
思
わ
せ

ま
で
で
あ
っ
て
、
原
典
を
記
し
た
も

体
的
に
示
さ
れ
た
も
の
で
な
い
。
立
証

と
く
、「
仙
人
」
に
道
話
的
一
面
が
あ

に
置
い
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
。
芥
川

り
組
ん
だ
作
と
断
言
で
き
る
か
、
を
含

題
に
据
え
た
い
。

ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

労
を
感
じ

て
い
た
か
ら
（
吉
田
精
一

た
こ
と
を
説
明
し
き
れ
な
い
。
自
選
集

て
、〈
龍
之
介
に
と
っ
て
は
不
満
足
な

雄
）
と
し
て
も
、
客
観
的
評
価
が
芥

か
ろ
う
。
や
っ
と
、
高
木
が
〈
空
想

が
〈
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム

を
指
摘
し
た
。

拠
資
料
を
探
索
し

話
し
た
材
料
で

か
。

る
（
吉
田
精
一
）

の
で
は
な
い
。〈
落

が
し
こ
集
』

生
」
を
挙
げ

「
信
ヲ
以
テ
樹

て
、
○
『
経

『
雑
譬
喩
経
』

「
仙
人
」
か

（

）
に
開
運

す
る
仕
事
が
残
さ

る
と
し
て
も
、
作

が
平
生
の
主
義
を

め
疑
問
で
あ
る
。

を
付
加
し
た

須
田
は
こ

加
賀
昔
話
集

〔
話
者
は
北
出

初
出
未
見
〕、

用
者
初
版
未

月
二
十
日
〕

）
で
は
、
一
方
で

に
採
録
し
な
か
っ

作
だ
っ
た
の
か
も

川
の
自
己
評
価
に

力
が
と
ぼ
し
い
感

け
れ
ど
、
こ
れ
と

語
め
い
て
い

て
推
量
に
止

そ
の
素
材

を
俟
っ
て
、

須
田
の
紹

人
」
梗
概
（（

東
奥
日
報
社
、
昭
和
五
年
八
月
二
十

る
。
つ
い
で
遡
っ
て
、
○
『
真
宗
勧

ニ
上
リ
仙
ト
成
ル
」〔
引
用
者
未
見
〕

律
異
相
』
巻
四
四
の
二
一
を
、
さ
ら

〔
引
用
者
未
見
〕
を
挙
げ
る
。

ら
い
え
ば
部
分
的
な
関
わ
り
と
な
る

教
示
の
付
加
さ
れ
た
も
の
を
、
話

も
の
、
で
あ
っ
た
。

れ
を
話
型

と
呼
び
、
○
山
下
久
男
編

』（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
七
五
年
十
一

太
兵
衛
〕、
○
島
根
の
昔
話
（『
日
本

○
内
田

彦
『
津
軽
口
碑
集
』（
郷
土

見
、『
日
本
民
俗
誌
大
系
第
九
巻
』〔
角

に
拠
る
）
所
収
、
青
森
の
昔
話
、
○
川 二

ま
す
が
、
中
国
に
原
話
が
あ
り
そ
う
で

ま
る
。

探
索
は
、
須
田
千
里
「
仙
人
の
は
な
し

飛
躍
的
に
進
展
し
た
。

介
し
た
昔
話
「
仙
人
松
」
の
内
容
が
、

）（

）（

）（

）
つ
ま
り
全
体

日
）「
婆
さ
ま
の
極
楽
往

化
訓
蒙
集
』
巻
五
の
一
二

を
、
ま
た
そ
の
出
所
と
し

に
そ
の
出
典
と
し
て
、
○

が
、
須
田
は
、
前
記
梗
概

型

と
呼
び
、
○
如
儡
子

『
全
国
昔
話
資
料
集
成

月
十
五
日
）「
仙
人
松
」

昔
話
大
成
』
８
）〔
引
用
者

研
究
社
、
昭
和
四
年
、
引

川
書
店
、
一
九
七
四
年
七

合
勇
太
郎
編
著
『
津
軽
む

〇
二

す
。
（
福
田
清
人
）
も
当

」・「
続
仙
人
の
は
な
し
」

驚
く
べ
き
こ
と
に
、「
仙

に
「
隣
の
爺
」
型
後
日
談
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九
歳
〕
を
考
え
る
と

た
と
考
え
た
方
が
よ

者
に
対
す
る
注
意
が

昔
話
「
仙
人
松
」
と

間
然
す
る
所
が
な
く

田
泰
子
氏
ご
教
示

○
道
原
撰
『
景
徳
伝

大
蔵
経
五
十
一
巻
』）

弟
子
ノ
事
」〔
引
用
者

昔
話
「
仙
人
松
」

で
、
芥
川
の
作
品
を

ま
た
『
仙
人
』
発
表

「
金
を
た
め
る
術
の
事

道
を
を
し
ゆ
る
こ
と

電
』
上
〔
引
用
者
未

葉
県
市
原
郡
役
所
、

の
昔
話
（『
日
本
昔
話

ス
ラ
ン
グ
の
世
界
』

九
二
年
六
月
三
〇
日

『
可
笑
記
』
巻
第
二
の

ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

、
む
し
ろ
そ
う
し
た
昔
話
が
大
阪
や
石

い
よ
う
だ
。
と
周
到
に
コ
メ
ン
ト
す

お
さ
お
さ
怠
り
な
い
。
須
田
は
、『
可

比
べ
、「
仙
人
」
に
〈
他
界
へ
の
解
脱

、
感
嘆
し
た
。
博
捜
に
対
し
て
だ
け

と
し
て
〕
を
挙
げ
、
話
型

の
類
話
を

灯
録
』
巻
十
一
「

州
香
厳
寺
智
閑
禅

、
○
粟
津
義
圭
『
二
河
白
道
護
信
録
』

未
見
〕
を
落
ち
な
く
示
す
。

に
つ
い
て
、
須
田
論
文
は
〈
余
り
に
も

読
ん
だ
の
で
は
、
と
疑
い
た
く
な
る
が

時
の
伝
承
者
の
年
齢
が
七
十
近
い
こ
と

」、
○
『
為
愚
痴
物
語
』
巻
二
第
十
九

」〔〈
島
田
泰
子
氏
ご
教
示

と
し
て

見
〕、
○
千
葉
県
市
原
郡
教
育
会
編
纂

大
正
五
年
七
月
二
十
日
）「
医
者
の
頓

大
成
』
８
）〔
引
用
者
初
出
未
見
〕、

（
東
方
書
店
、
一
九
八
六
年
二
月
二
十

二
刷
）〈
朝
鮮
王
朝
中
期
の
富
豪
・
李

三
十
二
話
、
○
青
二
斉
能
楽
『
興
談

川
に
存
在
し
て
い

る
。
話
者
・
伝
承

笑
記
』
や
石
川
の

の
願
い

を
読
み
、

で
な
い
。「
仙
人
」

四
十
二
年
八

淘
宮
術
｜

窺
う
た
め
、

た
所
が
、
此

に
苦
し
む
と

話
型

と
呼
び
、

師
」（『
大
正
新
修

巻
三
「
優
婆
麹
多

よ
く
似
て
い
る
の

、
遠
隔
地
で
あ
り
、

〔
引
用
者
注
六
十

人
」
と
一
致

て
は
ま
る
所

と
こ
ろ
で

竹
内
勝
太

十
一

十
七

よ
う
〔
ル
ビ

ま
れ
た
い
〕。

「
お
な
じ
人
富
る

〕、
○
『
勧
化
一
声

『
市
原
郡
誌
』（
千

智
」、
○
朝
鮮
半
島

○
朴
承
薫
『
韓
国

日
、
管
見
本
一
九

氏
の
逸
話
〔〈
島

そ
の
後
、

愛
順
「
芥
川

正
十
一
年
ま

と
が
出
典
に

華
」〔
そ
の
出

『
聊
斎
志
異
』

し
か
し
、「
候

浮
世
袋
』
巻
第
五

素
材
の
普
遍

二

月
二
十
九
日
〕
の
談
話
筆
記
で
あ
る
。

｜
天
保
五
年
、
横
山
丸
三
が
創
始
し
た

前
後
も
省
か
な
い
で
お
く
。〈
前
夜
某

主
人
公
は
近
来
一
事
件
の
困
難
な
る
問

て
、
主
公
「
先
生
怎
し
た
ら
宜
し
う
ご

す
る
と
こ
ろ
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

が
多
く
な
い

と
認
め
る
代
物
で
あ
り

、
た
ま
た
ま
一
資
料
に
気
づ
い
た
の
で

郎
『
一
元
先
生
の
淘
話
』（
永
楽
堂
、

ペ
ー
ジ
掲
載
「
枝
を
伐
つ
て
仙
術
を
得

略
、
傍
点
略
、
字
体
も
厳
密
で
な
い
。

淘
宮
術
の
大
家
・
吉
川
一
元
〔
文
政

林
嵐
「
芥
川
龍
之
介
の
『
仙
人
』
と
唐

龍
之
介
の
中
国
」・
王
書

仙
人
」

で
の
時
間
を
読
み
て
」
の
発
表
が
あ
っ

言
及
す
る
。
林
嵐
が
、
○
李

等
撰

典
は
張
読
『
宣
室
志
』、
引
用
者
未
見

所
収
「
労
山
道
士
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ

道
華
」
も
「
労
山
道
士
」
も
、
昔
話

性
と
無
限
の
魅
力
が
自
ず
と
証
明
さ
れ

〇
三

開
運
修
行
｜
｜
の
様
子
を

貴
紳
の
夜
会
に
参
り
ま
し

題
に
遭
ふ
て
、
殆
ど
処
分

ざ
い
ま
せ
う
、
私
も
途
方

後
者
は
本
人
で
さ
え
〈
当

、
取
り
合
わ
な
い
。

、
報
告
し
よ
う
。

大
正
元
年
九
月
二
十
八
日
）

た
」
項
で
あ
る
。
再
掲
し

差
別
用
語
は
批
判
的
に
読

九
年
二
月
十
四
日

明
治

代
小
説
『
候
道
華
』」・
李

論
｜
｜
大
正
四
年
か
ら
大

た
。
こ
の
う
ち
、
林
と
王

『
太
平
広
記
』
所
収
「
候
道

。〕
を
、
王
書

が
、
○

「
仙
人
」
素
材
と
報
じ
た
。

「
仙
人
松
」
以
上
に
「
仙

た
か
ら
で
あ
る
。



「
昔
し
唐
土
の
一

く
、
愚
直
一
片

考
へ
て
見
る
と

居
た
所
が
、
一

村
に
往
け
ば
仙

つ
ま
ら
ぬ
鋤
鍬

一
心
不
乱
に
仙

此
の
老
、

を
取
除

て
も
淘
が
ら
な
い
か

こ
で
私
は
曾
て
淘
祖

前
置
き
。
淘
宮
｜
｜

人
の
気
質
を
十
二
に

止
・
合
・
老
・
緩
・

〈
堕
・
緩

と
か
引
用

オ
ト
ギ
バ

に
暮
れ
て
了
つ
て
居

熟
視
し
ま
す
と
、
余

は
貴
君
の
お
胸
に
此

た
為
め
、
全
く
老
、

な
さ
る
の
で
あ
り
ま

宮
の
修
行
を
願
つ
て

村
落
に
小
百
姓
が
あ
つ
て
此
者
は
生

の
男
で
あ
つ
た
が
、
一
日
つ
く

と

、
斯
く
い
つ
ま
で
も
小
作
人
と
な
つ
て

生
浮
む
瀬
は
な
い
で
あ
ら
う
、
此
頃
世

人
に
な
れ
る
大
木
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と

を
持
つ
こ
と
な
ど
を
止
め
て
、
其
村
に

人
と
な
る
術
を
学
び
、
人
間
社
会
の
汚

け
た
い
も
の
で
あ
る
と
色
々
に
工
風
し

ら
、
先
生
に
御
相
談
す
る
の
で
す
」
と

に
伺
つ
た
一
話
を
思
出
し
た
か
ら
、

〈
宮

は
人
体
、〈
淘
ぐ

は
洗
い
浄

大
別
し
、
十
二
気
の
符
号
を
〈
滋
・
結

堕
・

・
実

に
当
て
は
め
る
。

文
に
出
て
く
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

り
ま
す
」
と
御
相
談
が
あ
つ
た
、
其
時

程
老
、

が
現
は
れ
て
居
る
、
そ
こ

問
題
の
困
難
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
深

に
閉
ぢ
ら
れ
て
お
出
で
な
さ
る
か
ら

す
よ
」
と
申
せ
し
に
、
主
公
「
先
生
そ

居
り
ま
す
か
ら
、
夫
れ
だ
け
の
事
は
能

来
頗
る
世
事
に
疎

自
分
の
身
の
上
を

、
土
掘
り
を
し
て

間
の
噂
に
は
、
某

だ
か
ら
、
是
よ
り

出
懸
け
て
往
つ
て
、

れ
た
空
気
を
離
れ
、

で
は
往

申
附
る

人
に
し

て
了
へ

ど
割
の

ば
、
余

い
け
れ

て
見
て
も
、
怎
し

恁
い
は
れ
た
、
そ

申
す
に
は
、
が
、

め
る
｜
｜
術
で
は
、

・
演
・
豊
・
奮
・

〈
老
・
練

と
か

抱
で
も

い
」
と

キ
印
に

ひ
、
逐

し
て
小

に
昏
く

志
望
を

主
人
公
の
容
貌
を

で
私
は
先
生
「
是
れ

く
お
感
じ
に
な
つ

、
処
分
に
お
困
り

れ
は
私
も
多
年
淘

く
分
り
、
自
身
も

羽
で
も

面
白
い

ず
、
直

に
尋
ね

此
方
様

て
、
態

か
ぬ
、
今
よ
り
三
年
の
間
、
如
何
な
る

事
は
一
切
違
背
し
な
い
で
、
謹
直
に
勉

て
遣
る
と
恁
言
つ
て
、
彼
を
三
年
間
十

ば
、
無
給
金
の
雇
人
を
三
年
使
ふ
こ
と

よ
い
話
は
あ
り
ま
せ
ぬ
」
と
勧
め
た
、

程
堕
緩
の
利
い
た
奴
に
違
ひ
な
い
、
主

ど
も
、
牝
鶏
晨
を
司
る
で
、
女
房
に
悪

致
し
ま
す
れ
ば
、
怎
ぞ
一
つ
其
仙
人

言
へ
ば
、
主
人
は
何
の
事
や
ら
一
向
に

違
ひ
な
い
、
這
麼
も
の
に
相
手
に
な
つ

払
つ
て
了
う
と
い
ふ
所
へ
、
妻
君
が
出

陰
へ
呼
び

妻
「
私
が
今
彼
の
男
の
容

、
愚
直
一
片
の
人
物
と
認
め
ま
し
た
か

聴
い
て
や
つ
て
然
う
し
て
仙
術
を
授
か 二

生
し
空
中
を
自
由
自
在
に
飛
廻
る
体
に

音
楽
で
も
聞
い
て
楽
し
ま
う
と
、
思
立

様
多
年
使
ひ
慣
れ
た
鋤
鍬
を
抛
出
し
、

往
き
、
大
樹
の
あ
る
家
を
見
附
け
て
取

で
、
仙
人
に
な
る
術
を
教
へ
さ
つ
し
や

々
遠
方
か
ら
尋
ね
て
参
り
ま
し
た
も
の

事
が
あ
つ
て
も
、
乃
公
の

強
す
る
な
ら
ば
、
屹
度
仙

分
に
駆
使
た
上
、
逐
出
し

が
出
来
る
か
ら
、
こ
れ
ほ

此
妻
君
は
淘
宮
か
ら
言
へ

人
は
左
ほ
ど
悪
人
で
も
な

智
恵
を
附
け
ら
れ
て
其
気

に
な
る
術
を
授
け
て
下
さ

合
点
往
か
ず
、
是
は
的
切

て
居
て
は
隙
つ
ぶ
し
と
思

て
来
て
、
主
人
を
手
招
き

子
を
視
る
に
、
余
程
世
事

ら
、
良
人
は
一
旦
彼
れ
の

る
に
は
、
中
々
容
易
な
事

〇
四

な
つ
て
、
天
人
と
一
緒
に

つ
て
は
矢
も
盾
も
た
ま
ら

遙
々
と
伝
へ
聞
い
た
某
村

次
を
請
ひ
、
百
姓
「
私
は

る
と
い
ふ
こ
と
を
承
は
つ

で
す
が
、
怎
麼
つ
ら
い
辛



オ
ト
ギ
バ

脇
か
ら
立
出
で

か
、
妾
は
兼
て

ま
す
、
彼
男
は

と
妄
信
し
て
来

れ
を
大
樹
の
下

改
め
て
主
人
の

の
御
奉
公
も
無

に
な
り
ま
す
る

下
さ
い
ま
せ
」

惑
い
た
し
、
中

う
と
し
た
ら
、

だ
、
頓
だ
事
を

い
所
へ
気
が
附

申
し
た
れ
ば
、

人
に
な
れ
る
こ

致
し
や
す
」
と

り
た
い
一
心
で

る
、
煮
焚
を
す

経
つ
は
早
い
も

に
な
り
、
主
人

ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

ゝ
、
妻
君
「
良
人
は
何
ぜ
然
う
心
が
弱

斯
く
あ
ら
ん
と
思
つ
て
、
チ
ヤ
ン
と
良

元
来
庭
前
の
大
木
を
見
込
ん
で
仙
人
に

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
約
束
の
日
に
な

に
連
れ
往
き
、
其
木
の
上
へ
登
ら
せ
、

前
へ
出
て
、
百
姓
「
さ
て
御
主
人
様
、

事
に
相
務
め
、
愈
々
最
う
五
日
立
ち
ま

か
ら
、
兼
て
お
約
束
の
通
り
、
仙
人
に

と
真
面
目
に
申
し
ま
す
か
ら
、
主
人
は

々
此
意
気
込
で
は
、
口
先
で
胡
麻
化
し

怎
麼
乱
暴
を
仕
掛
け
る
か
も
分
ら
ぬ
、

し
て
除
け
た
と
、
青
息
吐
息
し
て
居
る

い
た
」
と
賞
賛
し
て
、
扨
て
立
出
て
妻

正
直
一
途
の
百
姓
は
、
小
躍
し
て
大

と
で
あ
れ
ば
、
私
ハ
ア
骨
の
つ
ゞ
く
限

い
ふ
の
で
、
爰
で
約
束
が
調
ひ
、
さ
あ

、
朝
は
暗
い
中
か
ら
起
出
で
ゝ
、
水
を

る
、
走
り
使
も
や
る
、
身
を
粉
に
し
て

の
で
、
最
早
満
三
年
に
五
日
を
余
す
と

「
お
前
は
ま
こ
と
に
我
が
為
め
の
張
良

い
の
で
あ
り
ま
す

策
を
考
へ
て
あ
り

な
れ
る
木
で
あ
る

つ
た
な
ら
ば
、
彼

命
令
通
り
少
し
も

右
手
を

を
放
す

で
あ
る

な
く
、

に
応
じ

お
蔭
で
私
も
三
年

す
れ
ば
満
願
の
日

な
る
術
を
お
授
け

今
更
の
如
く
に
当

て
放
逐
で
も
し
や

扨
て
困
つ
た
も
の

と
、
妻
君
が
襖
の

と
に
し

軍
師
に

彼
の
男

念
な
く

言
へ
ば

に
墜
ち

つ
其
枝

君
の
教
へ
た
通
り

に
喜
び
、
百
姓
「
仙

り
、
怎
麼
事
で
も

此
男
は
仙
人
に
な

汲
む
、
掃
除
を
す

立
働
き
、
月
日
の

い
ふ
時
に
至
り
、

下
か
ら

然
小
さ

す
る
に

主
人
は

使
つ
た

易
に
応

抜
け
る

孔
明
で
あ
る
、
旨

違
背
し

二

放
す
、
其
次
に
は
「
右
の
足
を
放
せ
」

、
今
は
左
手
に
枝
を
握
り
、
左
足
は
樹

、
今
度
は
「
其
左
手
を
放
せ
」
と
命
ず

左
手
も
放
し
た
、
次
に
「
左
足
を
も
放

て
之
を
放
し
た
れ
ば
、
数
仞
の
樹
上
よ

て
、
満
期
の
翌
日
に
な
る
と
、
彼
男
を

教
へ
ら
れ
た
通
り
言
ひ
こ
し
ら
へ
、
旨

は
仙
人
に
な
り
た
い
一
心
で
、
豪
も
危

、
言
ふ
が
儘
に
攀
ち
登
り
ま
し
た
、
夫

、
ズ
ン

と
登
り
、
殆
と
頂
上
に
登

て
来
る
模
様
が
な
い
、
そ
こ
で
妻
君
は

に
つ
か
ま
つ
て
居
る
右
手
を
放
せ
」
と

長
い
竿
を
以
て
、
段
々
上
へ

と
追

い
枝
に
取
附
く
か
ら
、
枝
が
折
れ
て
地

違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
」
と
勧
め
た
、
酷
い

流
石
に
良
心
が
尤
め
て
、
怎
も
三
年
の

上
、
今
又
欺
き
て
殺
す
と
い
ふ
は
、
余

ず
る
勇
気
も
出
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、

名
案
も
浮
ば
な
い
か
ら
、
詮
方
な
し
に

な
け
れ
ば
、
必
ず
仙
人
に
な
れ
る
と
言

〇
五

と
言
へ
ば
、
其
通
り
右
足

間
に
踏
か
り
居
る
ば
か
り

れ
ば
、
少
し
も
畏
る
ゝ
所

せ
」
と
命
じ
た
る
に
、
声

り
地
上
へ
墜
ち
て
来
る
か

大
樹
の
下
に
連
れ
往
き
、

く
木
の
上
へ
登
ら
せ
た
、

な
い
の
畏
い
の
と
い
ふ
懸

か
ら
段
々
今
少
し

と

り
詰
め
た
け
れ
ど
も
、
更

又
良
人
に
教
へ
て
、「
先

命
ず
れ
ば
、
声
に
応
じ
て

ひ
登
ら
せ
た
な
ら
ば
、
自

上
に
墜
ち
て
来
て
、
即
死

妻
君
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

間
無
給
金
で
瞞
し
て
追
ひ

り
に
酷
い
と
思
つ
て
、
容

去
り
迚
別
に
難
関
を
斬
り

シ
ブ

之
を
用
ひ
る
こ

つ
て
木
に
登
ら
せ
置
き
、



公
も
暫
く
打
案
じ
て

り
ま
し
た
、
一
つ
仰

ぶ
。
竹
内
勝
太
郎
の

中
国
種
ら
し
い
け

淘
話
を
す
で
に
横
山

教

し
た
か
ら
、
そ

術
と
の
関
連
も
ま
だ

に
放
し
て
御
覧
な
さ

で
宜
し
い
か
ら
、
思

所
を
大
勇
気
を
出
し

外
ス
ラ

と
運
び

々
は
常
に
十
二
の
枝

ま
す
け
れ
ど
も
、
勇

気
持
よ
く
、
事
物
が

オ
ト
ギ
バ

と
思
ひ
き
や
、

つ
た
と
い
ふ
話

〈
貴
君
は
今
老
練
と

放
さ
ず
に
居
ら
つ
し

先
づ
彼
の
作
男
の
や

手
と
片
足
と
を
思
切

居
ら
れ
ま
し
た
が
、
ポ
ン
と
膝
を
打

せ
の
通
り
遣
つ
て
見
ま
せ
う
」
と
申
さ

付
言
は
省
略
す
る
。

れ
ど
も
、
前
記
以
外
ま
で
私
の
知
見
が

丸
三
も
話
し
た
由
で
あ
る
し
、
吉
川
は

ち
ら
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
小

調
べ
て
い
な
い
。
生
年
月
日
の
神
秘
に

い
と
ま
で
に
は
申
し
ま
せ
ぬ
が
、
試
に

切
つ
て
放
し
て
御
覧
な
さ
い
、
必
ず
危

て
、
斯
く
し
て
事
に
当
つ
て
見
ら
れ
た

が
附
き
、
貴
君
の
御
意
見
通
り
成
就
い

に
取
附
て
、
之
を
手
放
す
事
を
危
う
き

気
を
出
し
て
此
枝
を
手
放
し
て
見
た
な

楽
に
運
ぶ
に
相
違
あ
り
ま
せ
ぬ
」
と
申

ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

彼
男
は
忽
ち
紫
の
雲
に
乗
り
、
飄
然
と

が
あ
る
、

い
ふ
二
本
の
枝
に
確
と
両
手
を
掛
け

や
る
か
ら
、
思
ふ
事
が
ス
ラ

と
運

う
に
、
仙
人
に
な
る
心
持
で
、
此
二
気

つ
て
放
し
て
御
覧
な
さ
い
、
私
は
敢
てて

、
主
公
「
先
生
分

れ
ま
し
た

と
結

及
ば
な
い
。
こ
の

〈
京
阪
地
方
を
巡

穴
・
芥
川
と
淘
宮

興
味
を
持
つ
人
は

と
、「
仙
人
」

水
を
汲

者
が
外

と
を
並
べ
れ

ら
れ
そ
う
で

私
は
こ
の

こ
れ
よ
り
も

片
手
と
片
足
だ
け

な
い

と
思
ふ

な
ら
ば
、
思
ひ
の

た
し
ま
せ
う
、
吾

や
う
に
思
つ
て
居

ら
ば
、
却
て
跡
は

上
げ
た
れ
ば
、
主

点
で
、
昔
話

こ
の
た
め
雇

が
あ
り
〈
心

〈
良
心
的
だ
が

た
よ
う
な
も

淘
話
の
、

水
を
汲

し
て
空
中
に
飛
去

て
、
後
生
大
事
と

ば
な
い
の
で
あ
る
、

の
拠
ろ
た
る
、
片

両
手
両
足
を
一
度

芥
川
の
周
縁

と
ま
れ
、

（

）
全
体
と

こ
の
淘
話

（

）
中
の
、

む
。
薪
を
割
る
。
飯
を
炊
く
。
拭
き
掃

へ
出
る
時
は
、
薬
箱
を
背
負
つ
て
伴
を

ば
、
と
も
に
現
在
時
制
が
多
用
さ
れ
、

あ
る
。

淘
話
を
、「
仙
人
」
素
材
例
に
加
え
る

っ
と
作
品
に
近
い
依
拠
資
料
が
出
る
可

「
仙
人
松
」
よ
り
も
「
仙
人
」
に
一
層

い
主
の
妻
登
場
部
分
が
芥
川
の
独
創
で

が
弱
い

良
人
も
既
登
場
な
の
で
、
浜

気
の
よ
わ
い
医
者
は
、〔
略
〕
芥
川
自

の
で
あ
る
。
も
、
当
否
保
留
と
な
ろ

む
、
掃
除
を
す
る
、
煮
焚
を
す
る
、
走 二

に
い
た
は
ず
だ
が
。

こ
の
淘
話
、
開
運
説
法
の
籠
に
、「
仙

酷
似
の
挿
話
が
入
っ
て
い
た
。

四
に
は
雇
い
主
の
妻
の
種
々
口
出
し
す
る

除
を
す
る
。
お
ま
け
に
医

す
る
。

表
現
上
類
似
も
言
い
た
て

こ
と
を
提
案
す
る
。
将
来

能
性
は
あ
る
に
し
ろ
、
そ

近
い
。
つ
い
で
な
が
ら
、

な
い
と
分
る
。〈
良
心

野
卓
也
の
「
仙
人
」
評
、

身
の
弱
さ
を
作
品
で
示
し

う
。り

使
も
や
る
、

〇
六人

」（

）（

）（

）

部
分
が
存
在
す
る
。
そ
の
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医
者
夫
婦
は
ど

と
添
記
す
る
。
こ
れ

者
が
〈
誰
の
墓
と
も

回
を
、
あ
る
い
は

そ
の
〈
日
本
人
或
は

い

を
看
取
し
た
。

信
夫
の
語
を
借
り
れ

間
の
、
せ
め
て
一
歩

と
言
ふ
解
脱
に
対
す

異
郷
に
焦
る
ゝ
心
持

も
ち
ろ
ん
、
生
身
で

権
助
の
登
天
後
、

さ
て
、
淘
話
と
「

〈
小
百
姓

の
〈
浮

人
間
と
云
ふ
も

思
つ
た
の
で
す

の
術
を
教
へ
て

と
な
る
。
別
に
内
容

調
す
る
。
既
述
の
ご

れ
ま
で
の

ぎ
と
し

ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

う
し
た
か
、
そ
れ
は
誰
も
知
つ
て
ゐ
ま

は
、
作
品
が
見
る
も
の
に
感
動
を
与
え

知
れ
な
い
や
う
に
、
苔
蒸
し
て
ゐ
る

芸
術
は
長
く
人
生
は
短
し

俗
解
、

日
本
の
文
士
だ
け
が
独
り
合
点
の
使
い

そ
れ
に
、
永
遠
へ
の
憧
れ

願
望
を

ば
、〈
心
身
共
に
、
あ
ら
ゆ
る
制
約
で

で
も
寛
ぎ
た
い
、
一
あ
が
き
の
ゆ
と
り

る

が
、
芸
術
の
動
機
の
一
つ
だ
と

ち
と
似
す
ぎ
る
程
に
似
て
居
る

か
ら

か
な
わ
ず
、
芸
術
作
品
に
よ
っ
て
で
あ

仙
人
」
と
の
差
異
に
移
ろ
う
。

む
瀬

願
望
に
あ
た
る
の
が
、〈
権
助

の
は
、
い
く
ら
栄
耀
栄
華
を
し
て
も
、

。〔
略
〕
今
日
は
一
つ
私
に
も
、
不
老

貰
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
が
。

変
更
で
は
な
い
が
、
芥
川
は
〈
不
老
不

と
く
須
田
論
文
は
「
仙
人
」
に
〈
他

て
。

せ
ん
。

続
け
る
一
方
、
作

「
地
獄
変
」
最
終

「
雑
筆
」
に
拠
れ
ば

方

を
想
起
さ
せ

り
大
阪
を
舞

か
も
し
れ
な

枚
舌
で
鉄
面

サ
ワ
リ
で
は

重
ね
た
い
。
折
口

縛
ら
れ
て
居
る
人

で
も
開
き
た
い
、

す
れ
ば
、
異
国
・

で
あ
る
。
永
生
は

ろ
う
。

れ
ま
し

を
踏
み

た
。

〈
権
助

最

芥
川
の
創
作

る
古
今
の
作

作
品
で
あ
る

の
果
な
い
も
の
だ
と

不
死
に
な
る
仙
人

死

を
明
言
・
強

界
へ
の
解
脱
の
願

窺
え
る
。
吉

〈
で
は
な
か
っ

こ
の
よ
う

芸
術
と
実
生

〈
空
想
力
が
と

批
評
を
こ
れ

「
ど
う
も

る
。「
仙
人
」

二

台
と
す
る
、
森

外
「
最
後
の
一
句
」

い
。
純
朴
な
人
物
の
、
て
ん
か
ら
相
手

皮
な
相
手
の
胸
を
不
意
に
刺
す
。
と
も

な
か
ろ
う
か
。

た
。」〔
改
行
〕
権
助
は
丁
寧
に
御
辞
儀

な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
高
い
雲
の
中
へ
昇

後
の
謝
辞
・
挨
拶
は
、
現
在
、
素
材

と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、〈
模
倣
の
痕

品
と
雖
も
、
全
然
新
し
い
と
云
ふ
も
の

。
こ
の
謝
辞
に
つ
い
て
も
、
な
お
取
材

田
の
、
少
年
文
学
〈
方
面
に
於
け
る

た

説
を
、
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。

な
典
拠
依
存
は
、
芥
川
の
空
想
力
不
足

活

も
、
芥
川
が
繰
り
返
す
テ
ー
マ

ぼ
し
い
・〈
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム

と
い

で
少
し
裏
付
け
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

難
有
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ
様
で

に
、
実
生
活
よ
り
芸
術
に
一
層
高
い

〇
七

の
影
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る

を
疑
わ
な
い
言
説
が
、
二

に
読
者
の
溜
飲
が
下
が
る

を
す
る
と
、
静
か
に
青
空

つ
て
行
つ
て
し
ま
ひ
ま
し

に
見
当
た
ら
な
い
。
一
応

跡
を
尋
ね
れ
ば
、
如
何
な

は
な
い

と
い
う
芥
川
の

の
追
及
を
行
え
ば
、
や
は

芥
川
が
芸
術
至
上
主
義

を
補
う
手
立
て
で
あ
り
、

で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、

う
先
学
の
「
仙
人
」
印
象

私
も
一
人
前
の
仙
人
に
な

価
値
を
認
め
る
テ
ー
マ
が



「
芥
川
龍
之
介
の

「
芥
川
龍
之
介
の

学
研
究
』
第
十
四

「
解
説
と
鑑
賞
」

「
芥
川
龍
之
介
解

「
解
説
と
鑑
賞
」

「
芥
川
龍
之
介
」

日
〕）。

「
芥
川
龍
之
介
解

用
に
止
ま
り
、
宗

す
で
に
、
竹
田

月
十
五
日
〕）・
鈴

〔
勉
誠
出
版
、
平
成

事
典
』〔
勉
誠
出
版

伝
え
る
。

〈
辞
儀

も
〈
時

日
本
人
』
を
読
む

「
か
い
せ
つ
」（

オ
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注
〈
大
阪

に
つ
い

宇
野
浩
二
を
連
想

き
る
か
も
知
れ
な

い
。
本
作
が
〈
倹

い
る

と
の
中
沢

付
き
で
受
け
と
め

京
風
で
あ
っ
た
。

一
生
と
そ
の
作
品
」（『
少
年
少
女
日
本
文

年
少
文
学
」（
昭
和
二
十
九
年
十
月
三
十
一

号
）。

（
前
記
『
少
年
少
女
現
代
日
本
文
学
全
集

説
」（
前
記
『
日
本
児
童
文
学
大
系

』）。

（
前
記
『
少
年
少
女
現
代
日
本
文
学
全
集

（『
日
本
の
童
話
作
家
』〔
ほ
る
ぷ
出
版
、

説
」（
前
記
『
日
本
児
童
文
学
大
系

』）。

像
和
重
注
で
よ
う
や
く
本
格
化
し
た
ば
か
り

日
出
夫
（『
芥
川
龍
之
介
事
典
』〔
明
治
書
院

木
啓
子
（
関
口
安
義
・
庄
司
達
也
『
芥
川
龍

十
二
年
六
月
一
日
〕）・
中
沢
弥
（
志
村
有

、
平
成
十
四
年
七
月
十
日
〕）
の
「
仙
人
」

宜

が
本
来
的
用
字
で
あ
る
よ
し
、
網
野

』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
十
六

前
記
『
日
本
児
童
文
学
全
集
三
』）。

ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

て
は
、
第
五
次
全
集
の
宗
像
和
重
注
で
解

し
、「
仙
人
」
よ
り
「
龍
介
の
天
上
」
に
対

い
け
れ
ど
、
今
の
と
こ
ろ
思
い
つ
き
の
域
を

約
と
浪
費
の
二
面
に
よ
っ
て
大
阪
人
の
性
格

弥
説
に
つ
い
て
は
、
東
京
人
の
見
た

大
阪

る
。〈
権
助

の
命
名
に
し
て
か
ら
、
宗
像

ち
な
み
に
、
従
前
「
仙
人
」
流
布
本
の
注
釈学

選
集

』）。

日
刊
『
明
治
大
正
文

』）。
』）。

一
九
七
一
年
九
月
十

「
解
説

「
芥
川に

同

て
ゐ
る

「
仙
人
」

「
芥
川

昭
和
二

「
解
説

「
解
説

で
あ
る
。

、
昭
和
六
十
年
十
二

之
介
全
作
品
事
典
』

弘
『
芥
川
龍
之
介
大

項
が
研
究
史
概
要
を

善
彦
『『
忘
れ
ら
れ
た

日
）
に
教
え
ら
れ
た
。

「
芥
川

賞
』）。

「
作
者

「
芥
川

「
解
説

「
解
説

「
作
者

「
芥
川

日
〕）。

決
す
る
。
大
阪
か
ら

す
る
応
酬
と
連

で

出
ず
、
深
入
り
し
な

を
し
め
そ
う
と
し
て

人

的
性
格
と
括
弧

注
の
示
す
ご
と
く
東

は
ほ
と
ん
ど
辞
書
代

『
伝
記

「
童
話

書
院
、
昭

「
か
い

「
あ
と

「
芥
川

学
研
究
』

「
芥
川

」（
前
記
『
春
陽
堂
少
年
少
女
文
庫
世
界
の
名

龍
之
介
解
説
」（
前
記
『
日
本
児
童
文
学
大
系

じ
。
こ
の
吉
田
説
は
、〈
塵
労
に
疲
れ
た
姿

（
進
藤
純
孝
『
伝
記
芥
川
龍
之
介
』）
に
継
承

に
引
用
さ
れ
る
。

龍
之
介
解
説
」（
前
記
『
日
本
児
童
文
学
大
系

十
六
年
一
月
一
日
刊
『
改
造
』
三
十
二
巻
一

」（
前
記
『
角
川
文
庫

杜
子
春
・
蜘
蛛
の
糸

」（
前
記
『
偕
成
社
文
庫

杜
子
春
・
く
も
の

龍
之
介
の
児
童
文
学
」（
昭
和
三
十
三
年
八
月

と
作
品
に
つ
い
て
」（
前
記
『
新
・
日
本
児
童

龍
之
介
の
生
涯
と
作
品
」（
前
記
『
カ
ラ
ー
版

」（
前
記
『
角
川
文
庫

杜
子
春
・
蜘
蛛
の
糸

」（
前
記
筑
摩
書
房
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第

と
作
品
に
つ
い
て
」（
前
記
『
ジ
ュ
ニ
ア
版
日

龍
之
介
」（『
日
本
の
童
話
作
家
』〔
ほ
る
ぷ 二

芥
川
龍
之
介
』（
六
興
出
版
、
昭
和
五
十
三
年

」（
菊
地
弘
・
久
保
田
芳
太
郎
・
関
口
安
義

和
五
十
六
年
三
月
五
日
〕）。

せ
つ
」（
前
記
『
日
本
児
童
文
学
全
集
三
』）。

が
き
」（
前
記
『
小
学
生
全
集

』）。

龍
之
介
の
年
少
文
学
」（
昭
和
二
十
九
年
十
月

第
十
四
号
）。

龍
之
介
の
一
生
と
そ
の
作
品
」（『
少
年
少
女

作
・
日
本
の
名
作
８
』）。

』）。

が
、
諦
悟
の
情
で
愛
撫
さ
れ

さ
れ
、
そ
れ
が
竹
田
日
出
夫

』）。

号
。

』）。
糸
』）。

一
日
刊
『
国
文
学
解
釈
と
鑑

文
学
選
７
』）。

日
本
の
文
学
８
』）。

』）。
三
巻
』）。

本
文
学
名
作
選
６
』）。

出
版
、
一
九
七
一
年
九
月
十

〇
八一

月
二
十
七
日
）。

『
芥
川
龍
之
介
研
究
』〔
明
治

三
十
一
日
刊
『
明
治
大
正
文

日
本
文
学
選
集

』）。
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が
あ
る
。

竹
内
師
水
（
同

「
芥
川
龍
之
介
の

大
正
七
年
五
月

大
正
九
年
十
一

「
僻
見
」（
大
正

大
正
四
年
十
月

平
成
十
二
年
九

平
成
十
年
六
月

平
成
十
二
年
三

房

を
西
洋
、〈
権

反
対
に
取
り
込
ま

え
ば
明
治
政
治
小

す
る
こ
と
が
困
難

二
〇
〇
四
年
二

淘
宮
術
を
は
じ

衛
門
雑
記
抄
（
三

平
成
六
年
二
月

ナ
シ
「
仙
人
」
素
材
例

書
「
序
」）。

生
涯
」（
前
記
『
少
年
少
女
希
望
図
書
館
６

二
十
二
日
付
『
大
阪
毎
日
新
聞
』。

月
一
日
刊
『
人
間
』〔
巻
号
表
示
ナ
シ
〕。

十
三
年
三
月
一
日
刊
『
女
性
改
造
』
三
巻
三

一
日
刊
『
中
央
公
論
』
三
十
年
十
月
号
。

月
一
日
『
京
都
大
学
国
文
学
会
会
報
』

号

一
日
『
解
釈
』
四
十
四
巻
６
号
。

月
十
日
『
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
』。
李

助

を
日
本
、
ラ
ス
ト
を
〈
手
に
入
れ
た

れ
た
、
の
、
そ
れ
ぞ
れ
寓
意
に
解
す
る
説

説
の
よ
う
な
寓
話
と
す
る
前
提
の
用
意
無
し

で
あ
る
。

月
一
日
『
千
葉
大
学
社
会
文
化
研
究
』
８
号

め
た
横
山
丸
三
に
つ
い
て
は
、
洗
雲
荘
〔

）」（
昭
和
十
四
年
五
月
十
五
日
刊
『
伝
記

一
日
『
奈
良
女
子
大
学
国
文
学
会
誌
』

号
』）。

号
）。

。愛
順
の
、〈
医
者
の
女

と
錯
覚
し
た
中
国
に

は
、「
仙
人
」
を
、
例

で
は
、
直
ぐ
に
納
得

。
森
銑
三
〕「
広
瀬
六
左

』）
中
に
、
伝
記
資
料

。

二
〇
九


